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This paper focused on the “printmaking collection”, 
which is important among copperplate painter, Soichi 
Bando(1937-)’s work, and made a study on the 
expression.  
The author intends to promote this research focusing 
on interview surveys of published publications and 
surveys of prints collections. In the interview survey, we 
asked questions about Shirota gallery, Akane gallery, 
Keiyudo. In the survey of printmaking collections, we 
wrote eight prints collections at each publication place 
and art museum focusing on the image, theme, 
technique, style and specification of the work. 
In the interview survey, in particular, it was revealed 
that writing was brought from Bando at Keiyudo which 
is an old book store, and the emphasis was placed on 
announcing as "book" I gave a consideration. In the 
actual survey, Bando's printmaking collection is a work 
composition strongly conscious of the viewing method 
which turns over the page of the book, including a time 
element such as bringing a chief symbolizing death at 
the end of the page I understood it. In addition, detailed 
attention to the entire print collection such as character 
printing and balance with a box improved the perfection 
degree.  
As a result of consideration from the survey described 
above, multiple images are continuously changed by 
the appreciation method of turning over pages as a print 
collection, but by using the same motif and image to 
develop that way of changing, I am deepening the 
theme of Bando. It is a work composition that makes me 
think of a story, and it adopts a method to make it match 
with the characteristics of a printmaking collection. 
Furthermore, not only printing works but also having 
insurrection and ideals to the box are mentioned as 
features of expressions, they fold up, and Bando's 
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る。1971 年から 1986 年頃まで、丁度自身が版画集を刊
行していた時期と同じ頃に、文学作家の小説や詩の装
丁や、本に挿入するオリジナル版画を担当していた。


































表 1 坂東壮一が制作した版画集一覧（筆者作成） 
発行年 書籍名        作品数 部数 刊行先 実見
済 
1970 年 アレゴリエ 10 30 私家版  
1975 年 貝夢苑 10 35 シロタ画廊 〇 
1977 年 薔薇の秘法  11 100 シロタ画廊 〇 
1980 年 夢の罠 11 50 シロタ画廊  
1996 年 庭園の闇     6 45 ギャルリー
ヴィヴァン
〇 
1999 年 植物譚 10 35 シロタ画廊 〇 
2001 年 仮面の肖像 7 30 茜画廊 〇 
2005 年 MARIONETTE 10 30 書肆啓祐堂 〇 
2006 年 LES ÉTOILES 5 5 緑の館（私
家版） 
 
2007 年 道化師 10 18 書肆啓祐堂 〇 





























『貝夢苑』（1975） 『薔薇の秘法』（1977）  
『夢の罠』（1980） 『植物譚』（1999） 
（１）制作することになった経緯 






































































































2000 年 8 月 20 日：初めての詳細な打ち合わせ。版画
集内の作品数やエディションを決める。 
2001 年 1 月 22 日：2 回目に打ち合わせ。2 月 10 日
に完成予定と坂東から報告。展示の日程を決定。 
2001 年 2 月 5 日：3 回目の打ち合わせ。大久保製函
所注 12 に坂東とともに赴き、そちらとも打ち合わせ。 































『MARIONETTE』（2005）は 2003 年～2005 年、『道化師』   
（2007）は 2005 年～2007 年、『仮面の譜』（2009）は    


















  比較的安価に多数の作品に出会えること。 
（３）鑑賞者に与える効果 






表 2 坂東壮一版画集刊行画廊の版画集関連情報(筆者作成) 
 シロタ画廊 茜画廊 書肆啓祐堂
画廊設立年 1966 年 1989 年 1998 年 
版画集刊行開始
年 
1969 年 2001 年 2005 年 
坂東壮一版画集
刊行開始年 
1975 年 2001 年 2005 年 
坂東壮一版画集
刊行最終年 
1999 年 2001 年 2009 年 
坂東壮一作品取
り扱い時期 
1974 年頃 1989 年頃 2004 年頃 
坂東壮一版画集
刊行数 
4 1 3 
版画集刊行総数 48 1 3 























①作品のイメージ、テーマ ②技法 ③体裁、仕様 























































































































図 9 (左)坂東壮一『貝夢苑』1975 最終頁 








図 11 (左)坂東壮一『植物譚』1999 最終頁 






























































































図 16 坂東壮一のエンボッシング 













































































































































注１ 柿沼裕朋（1970-）東京都生まれ。1993 年からディレク  
ターとしてテレビの美術番組を制作。 
注２ 蔵書票集：蔵書票とは、本の見返し部分に貼って、その  
本の持ち主を明らかにするための小紙片。それを複数 
集めたもの。著名な芸術家の手によるものもあり、美術   
品として収集の対象にもなっている。 
注３ ハンス・ラインベルガー(Hans Rheinberger、生年不明)  
ドイツ初期のアーティスト。 
注４ シャルル・メリヨン（Charles Meryon,1821-1868）フラ    
ンスの版画家。19 世紀フランスを代表する銅版画作家   
の一人。パリの風景を描いた作品が知られる。 
注５ ルドルフ・ブレスダン（Rodolphe Bresdin,1822-1885） 









注９ 『版画藝術 94』阿部出版、104 頁、1996 
注 10 詩画集：詩の中に画が入っている本。本稿ではオリジ  
ナル版画が挿入されているものをさす。 
注 11 『季刊銀花№68 冬の号』文化出版局、61 頁、1986 
注 12 大久保製函所：東京都豊島区にある製函所。 
注 13 中井英夫（1922-1993）日本の短歌編集者、小説家、詩  
人。三大奇書とされる代表作の『虚無への供物』の作者  
として著名。 
注 14 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、38 頁、2014 
注 15 『版画藝術 94』阿部出版、102 頁、1996 
注 16 柿沼裕朋『版と画の間:駒井哲郎・加藤清美・坂東壮一・ 
日和崎尊夫・柄澤齊・菊池伶司』平凡社、142 頁、2014 
注 17 書肆啓祐堂 杉本氏のインタビューより 
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